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文芸委員会による翻訳作品の選択方針
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多くの研究がジュネット（Genette 1987 ＝ジュネット 20011）の提唱したパラテクスト






























































塚原（『東京日日新聞』記者），大町（『学生』主筆），伊原（『都新聞』記者）ら 18 名中 7
名が出版メディアの関係者である（和田 1989: 219）。










































れたと紅野は指摘している（紅野 op. cit.: 58-61）。
一方，瀬沼はそうした文芸統制には明治 38（1905）年頃から顕著になった自然主義文
















名だった森鴎外でさえもが明治 42（1909）年 7 月に『ヰタ・セクスアリス』が発禁処分
を受けている（金子 2009: 383）。同年 1月には，小松原文部大臣が 10 人の文士の招待会




さらに明治 43（1910）年には大逆事件 7 が起こり，政府の言論統制はさらに厳しくなる。



















に報告すべし」（和田 op. cit.: 248）という条文がある。これを受けて，同年 6月 5日に開
催された第 1回文芸委員会会合で，委員の「森鴎外，上田敏，島村抱月，姉崎嘲風が特別
委員となって，翻訳事業などにつき，原作の選定，翻訳者の銓衡を行うこと」（瀬沼 op. 
























没後大正 7（1918）年に未定稿として，それぞれ出版された（和田 op. cit.: 266）。姉崎の『ラ
アマアヤナ』は，委員会が活動していた期間内に雑誌『帝國文學』に『ラアマ物語』とし
て 4号にわたって連載されたが，内容は翻訳というより解説と作品概略である（『帝國文學』





















誌（大正 2年第 17 巻第 5號）に寄稿した「譯本フアウストに就いて」の中で，「開巻第一
の所謂扉一枚の次に文藝委員會の文句が挿んであるが，あれも委員會の注意を受けて，や
















ノオ・フイツシエル（Ernst Kuno Berthold Fischer）という研究者の 4冊にわたる研究


























































































































































































































































































※本稿は，2017 年 7 月 5-7 日に開催された 8th Asian Translation Tradition Conference 
（ATT8）（SOAS, University of London）での口頭発表 ’ What was “World Literature”: 












３　国立公文書館のデジタルアーカイブを閲覧した。（2018 年 2 月 1 日確認）
４　大逆事件が起きた明治 43（1910）年には，「安寧秩序妨害」の廉で発禁処分を受けたのは過去最高の
115 件に達している（瀬沼 op. cit.: 138）。
５　この招待会で，西園寺の雨声会と共通して招かれたのは森鴎外，夏目漱石，塚原渋柿園，坪内逍遙，幸
田露伴，巌谷小波，二葉亭四迷である。（和田 1989: 25, 134）
６　明治 42（1909）年 1月 21 日の『國民新聞』に掲載された「歐外博士の談　文藝院設立は同意」という
記事には，政府が文芸の発展のために組織を作ることには賛成であるという鴎外の発言が掲載されてい







鴎外の訳以前に合わせて 6編が発表されている（川戸・榊原 2009 第 1巻 : 270）。既訳があるにもかか
わらず委員会でこの翻訳出版を定めたということは，既訳では不十分であるという何らかの意思表示や，












9月 30 日～ 10 月 21 日）が初訳であり，それも併せて，文芸委員会の決定前に上田の部分訳も含めた 6
種類の翻訳があった。上田の未定稿出版前には，さらに 7人の訳者がそれぞれ翻訳している。
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